
栄養士講話

　精神の病気は全国で 220 万人ともいわれ、

特別な遠い存在ではなく身近な存在です。

　精神障害のある人も、そうでない人もお互い

に人格と個性を尊重し、支え合い、地域で暮ら

すことが出来る共生社会を実現するためのお話

です。わかりやすく、やさしいお話しですので、

ぜひご来場ください。

日時：11月22日（木）
　　　午後７時～８時30分

場所：北有馬保健センター

内容：精神障害者が地域で

内容：生活するために

講師：吉田　勝博 先生

　　　 大村市社会福祉協議会

　　　 相談支援事業者サービス管理責任者［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ］

参 加 対 象

場所と日程

教 室 内 容

65歳以上で介護保険を利用していない人

■原城オアシスセンター

　11月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

■深江公民館

　11月１日㈭・８日㈭・15日㈭・26日㈪

■午後１時30分～４時（全会場共通）　

かなひろい検査、脳活性ゲーム、

講話｢認知症と物忘れのちがい｣など

　働き盛りを過ぎ、生活に張り合いが持てなくなると、

脳が元気を失い始めます。それらを防ぐため、南島原

市では８月から「物忘れすっきり教室」を開催してい

ます。今後も下記の通り開催しますので、福祉保健課

へお申し込みください。

～脳を活性化させ､認知症を予防することで、

　　　　生き生きとした生活をめざしましょう！～
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